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造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

製版液は、金属版を使ったリトグラフを製版する際に使
用する、非描画部を不感脂化させる溶液です。アラビア
ゴム溶液に、リン酸と氷酢酸を加えた混合液で、エッチ
ゴム液とも呼ばれます。
リトグラフは水と油が反発する性質を応用して刷る版画
で、製版により親水部分と親油部分を化学的・物理的に
作ります。製版液は、非描画部に酸化皮膜を作り、親水
性を持たせます。
製版液は、描画後の版面に、刷毛やスポンジを使って均
一に塗布します。この時、厚塗りだと、以後の工程で描
画部を落とす妨げとなり、薄すぎると版のつぶれや汚れ
の原因になります。また、解墨を使った版の場合、塗布
時に墨が解けてくる場合があるので注意します。製版液
は乾く時に最も効果を発揮するので、塗布後は完全に乾
燥させ、版に作用させます。
製版液の酸濃度は、描画の状態や気温などによって調節
します。一応の目安として、アラビアゴム溶液 100 に対
しリン酸 1 ～ 2％、氷酢酸 0.1 ～ 0.2％を混合します ( 武
蔵野美術大学・清水昭八処方 )。この時、リン酸濃度が
高いと、描画部分が腐食され、描画が薄くなるので注意
が必要です。この処方以外にも、アラビアゴム溶液にエッ
チ液を加えたものや、すでに酸を調合して市販している
SK 液などの不感脂化液で代用ができます。
製版液を混合する場合は、換気の良い場所で行います。
アラビアゴムは一般的な画材屋で、リン酸、氷酢酸は薬
局で購入できます。
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製版液をつくる

手順 1.　アラビアゴム溶液（1 リットル）、氷酢酸、リン酸を用意

します。　

手順 2.　20 ミリリットルのリン酸を、アラビアゴム溶液に加え

ます。　

手順 3.　続いて、2 ミリリットルの氷酢酸を同様に加えます。　

は

手順 4.　ヘラなどでよくかき混ぜます。

手順 5.　出来上がった製版液は保管しやすい容器に移し、冷蔵庫

などで保存することで腐りにくくしましょう。

あ
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刷毛による製版液の塗布例（第一次製版）

あ

03

リトグラフ（金属版の場合）　制作工程

第一次

製版
描画 刷り

第二次

製版

レジーヌを画線部につける

タルクを画面全体につける

製版液を塗布する

乾拭きし、半日以上置く

※灰色の部分は、「製版液」が使用される工程です

版を金盤の上に水で固定する

プリントクリーナーで描画部分を消す

平版用ラッカーをウエスで塗布する

チンクターを塗布する

スポンジで水洗いする

裏皮ローラーで製版インクを盛る

版面の水分を乾燥させる

レジーヌ、タルクをつける

製版液を塗布する

乾拭きする

スポンジによる製版液の塗布例（第二次製版）

いずれの方法も、製版液を版の隅々まで素早く均一に塗ります。


